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1. はじめに
当会では、我が国の宇宙活動と保有する宇
宙関連の製品及びサービスについて海外への
宣伝を目的として、隔年ごとに宇宙関連製品
カタログを発行し、来日した海外政府･企業
関係者や在日大使館への配布や当会主催の国
際航空宇宙展での配布に加えて、毎年開催さ
れる宇宙関連の国際会議にも持参している。

2020年は製品カタログの発行年にあたるた
め、同年11月に宇宙関連製品カタログ2021-
2022を発行し、第一弾として当会員企業や在

日大使館への配布を行った。また、2021年1
月には当会ホームページ英語版にそのPDF版
を公開した（図1）。

2. 宇宙関連製品カタログ2021-2022の概要
宇宙関連製品カタログ2021-2022は、近年
我が国で打上げられたロケットや衛星等の宇
宙活動や、当会員企業の保有する宇宙関連の
製品やサービスをカタログとして紹介したも
ので、以下の項目から構成される。

図1　宇宙関連製品カタログ2021-2022 の公開
https://www.sjac.or.jp/en_publication/index.html

宇宙関連製品カタログ2021-2022を発行したので、その概要を紹介する。
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（1）表紙・裏表紙
表紙には、世界最高水準の打上げ成功率を
誇るH2-Aロケット40号機の打上写真とリュ
ウグウへの2回目のタッチダウン成功等で話
題となった、はやぶさ2のCG画像及び準天頂
衛星みちびき4機体制のCG画像を、裏表紙に
は、イプシロンロケット4号機の駐機写真や
こうのとり9号機の国際宇宙ステーション到
達時の写真他、2018年～2020年に打上げられ
た衛星等のCG写真を掲載。

（2）まえがき（PREFACE）
過去に打上げられたロケットや衛星の種類
他その総数等、我が国の宇宙活動の歴史を振
り返ると共に近年の我が国における宇宙活動
を総括。

（3）日本の宇宙活動（JAPANESE SPACE 
ACTIVITIES）
近年の我が国における宇宙活動として以下
を紹介。 
　〇ロケット（Launch Vehicle）
・ H2-Aロケット、H2-Bロケット、イプシ
ロンロケットの主要諸元と打上げ実績及
び2018年～2020年に打上げられた各ロ
ケットの写真。

・ H2-Aロケットの後継であるH3ロケット
の主要諸元とそのCG写真。

　○�宇宙ステーション補給機（H-Ⅱ Transfer 
Vehicle “KOUNOTORI”（HTV））

・ HTVの主要諸元他と2020年に打上げられ
たこうのとり9号機のISS到達時の写真。

　○�国際宇宙ステーション（International 
Space Station “ISS”）

・ 2019年にISSより放出された3機の超小型
衛星（RWASAT-1, NARSSCube-1, AQT-D）
の主要諸元と3機のISS放出時の写真。

　○通信衛星（Communication Satellite） 
・ 2018年に打上げられたEs’hail-2の主要諸
元とそのCG画像。

　○�全 地 球 航 法 航 行 シ ス テ ム（Globa l 
Navigation Satellite System（GNSS）） 

・ 準天頂衛星システム（QZSS）のミッショ
ン他と現運用中のみちびき4機体制のCG
画像。

　○宇宙科学（Space Science） 
・ はやぶさ2のミッションとそのCG画像。
・ 2019年のはやぶさ2のリュウグウへの2回
目のタッチダウン成功に関連するト
ピックとはやぶさ2搭載カメラによる
リュウグウへのタッチダウン時の撮影画
像。

　○�静止衛星（Geostationary Meterological 
Satellite） 

・ 現在運用中のひまわり8、9号のミッショ
ンとそれらのCG画像。

　○�地 球 観 測 衛 星（Ear th Obsava t i on 
Satellite） 

・ 現在運用中のあすなろ2とつばめ及びし
きさいのミッションとそれらのCG画像。

・ いぶき2号のミッション他、2018年の搭
載センサによる初観測のトピックといぶ
き2号のCG画像。

　○その他の活動（Other Activities） 
・ 2019年に打上げられた革新的衛星技術実
証1 号機（Innovative Satellite Technology 
Demonstration -1）のミッション他。

・ 2020年の小型光通信実験装置（SOLISS）
による宇宙と地上間の双方向光通信成功
に関するトピック。

（4）マトリックス（MATRIX）
当会員企業の保有する宇宙関連製品とサー
ビスの種類をチェックボックスで示した表
（図2）。今回、当該カタログへの掲載を希望
された会員企業35社より情報提供をいただ
き、表の更新を図った。
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図2　マトリックス（ページ抜粋）

（5）製品カタログ
当会員企業の保有する宇宙関連製品もしく
はサービスの概要と関連する製品の写真等か

ら構成されるカタログ（図3）。上記の35社よ
り作成いただいた製品カタログの原稿を編集
して掲載した。各社1～3ページから構成。



工業会活動

8

3. おわりに
昨年はコロナ感染拡大による緊急事態宣言

の発令の影響により宇宙関連製品カタログ
2021-2022の発行が当初予定より2か月遅れ、残
念ながら10月開催のマイクロエレクトロニクス
ワークショップ（MEWS33）への出展には間に
合わなかった。今年こそコロナが早く収束して、
国際会議への出展ができる事を願っている。

また、9月には当該カタログの増刷を予定
しており、その際に製品カタログの新規掲載
も可能である。まだ掲載されていない会員企
業におかれては検討願えれば幸いである。
最後になりますが、コロナ禍の最中、宇宙
関連製品カタログ2021-2022の発行に向けて
ご尽力いただきました会員企業の皆様に深く
感謝申し上げます。

〔（一社）日本航空宇宙工業会　技術部（宇宙担当）部長　古川　力〕

図3　製品カタログ（株式会社ダイセルの例）


